
し,勝島移植に応用する部が考えられる｡肺切除後の月琴

由再生はその一つのモデルと考えられる｡本研究では供

給されたサルのモデルで肺切除後の揮内分泌細胞の再生

増把につき検討した｡全身麻酔下に上腸間膜静脈上で腰

休部を切離し (70%揮切除),肺臓をともに月琴体尾部を切

除した｡手術前,手術後 6ケ月,12ケ月後に経静脈的糖

負荷試験を行い,耐糖能を検索,脾切除術後の残降の形

憶学的観察を行った｡肺切除後6ケ月,12ケ月の耐糖能

は切除前と比較し,同等であり,70%肺切除では耐糖能

障害をきたさないことが明らかとなった｡王妃肺の組絞検

索に関して,揮島の morphometry,またインスリン,グ

ルカゴン,ソマ トスタチン,pancreaticpolypeptide,

PCNA,REGprotein,nesutinの免疫染色を行い,再生増

殖との関連性を検討している｡

(5) 平成 13年度で終了した計画研究

生体分子の構造解析による霊長類の

系統進化

(実施年度 :平成 11年度～平成 13年度)

(推進者 :竹中 修 ･景山 節 ･庄武孝義)

平成 11年度～13年度,計画研究｢生体分子の構造解

析による霊長類の系統進化｣を行った｡所内推進者は竹中

修,景山 節,庄武孝義の3名であった｡核,ミトコンド

リア,Y染色体上 DNAの微′J､な変化やダイナミックな変

化あるいは cDNA分析や微畳タンパク質の高感度分析等

生体分子構造解析により霊長類の系統進化を明らかにす

ることを目的とした｡

複数年にわたった研究からいくつかをあげれば,霊

長籾における視物質(オプシン),血液型物質,神経伝達

物質関連遺伝子,胃の蛋白分解酵素ペプシノゲン,高コ

レステロールと関連するLDLレセプター遺伝子等の霊長

進化過程における変化,遺伝子変異と個体の生理機能変

化等の研究が進行した｡

個々の研究成果は年報に掲載されているので省略す

る｡その中で霊長析研究所サイ ドその他の研究グループ

の研究参加もあった露長類における視物質迫伝子の進化

を取り上げたい｡多くの哨乳動物はいわゆる色盲である｡

霊長類は原猿類からff独類-の進化の過程で,新しい迫

伝子を頚得し三色色覚を実現させている｡例外もあるが,

新世界ザルは,X染色体上のこの迫伝子の多型性を獲得

し,メスのある個体は追ったタイプのX圭染色体(緑,赤)

を二つ持つので三色色覚である｡旧世界ザル,類人猿は

x敗色体の迫伝子を_7TE視させそれぞれが緑と赤色に対応

するため三色色覚が可能である｡

平成 9年度からの共同研究によりマカカ属サルにおけ

るいわゆる色盲のサルの発見に成功した｡それらの生理

機能,行動の研究を行ってきた｡本共同利用研究におけ

る新世界ザルにおける視物質遺伝子進化研究が相まって

盃長類進化過程における視物質遺伝子の進化について理

僻が進んだといえると思う｡

この 5年間霊長類研究所をはじめとするグループは

文部科学省から COE(CenterofExcellence)形成基礎研

究rrの補助を受けている｡その一環として平成 12(2000)

年7月5,6日の二日間丑長類研究所においてCOE第3回

公開シンポジウム｢分子から怒長斯学-のアプローチ｣を

開催 した｡本稿に述べた多くの共同利用研究者の発表が

あった｡発表の内容は,日本霊長類学会機関誌の｢丑長類

研究｣16巻第 2号に約 100ページの論文炎として収録さ

れている｡

(文Tf:竹中 修)

サルにおける環境化学物質の蓄積と分子的

生理的応答の研究

(実施年度 :平成 11年度～平成 13年度)

(推進者 :浅岡一雄 ･穴山 節 ･鈴木樹理)

内分泌投乱物質などの環暁中に広がる化学物質につ

いて各地に生息するサルにおける許横丑を調査するとと

もにサルの応答性について分子的生理的研究をおこなっ

た｡中間年度の平成 12年 5月 12-13日には丑長類研究所

において ｢環境化学物質の生体苔柿と盃長類の応答｣の

テーマで研究会を開催 して研究成果の報告と討論がなさ

れた｡本計画研究においてはニホンザルを対象にしてフ

タル酸エステル,ビスフェノール A,植物エス トロゲン

やエス トロジェン様物質について研究をすすめてサルの

餌を含めた生活環境中の分布やサルの体内における苔柿

性などを明らかにした｡これらの内分泌撹乱性物質は母

子間や脳内に移行することがみいだされた｡環境化学物

質が移行した臓器において,細胞がしめす生存耐性や崩

壊-の影響あるいは子宮内膜症状について郎-3酵素や蛋

白分解酵素インヒビターとの関連をみる研究を実施 した｡

フッ素化脂肪酸代凱 光学活性化学物質代謝や生体内代

謝的活性化などの機序解析をすすめ,ニホンザル,マ-

モセット,ウサギやネズミなどと比較して研究をおこな

った｡サルにおける環境化学物質の代謝動態の解明は霊

長類を知る重要な研究課題の一つであり本計画研究によ

りその基礎が進展した｡

(平成 11年度)

捕谷 肇 (東京大 ･農 ･秩父演習林)
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サルに取り込まれる環境化学物質の地域内収支の研究

井口泰泉 (横浜市立大 ･理)

ビスフェノールAのサルにおける体内動態

川島誠一 (東京都臨床総研 ･分子制御)

サル脳発達過程の神経細胞死および生存におよぼす環

境化学物質の影響

矢野一行 (埼玉医大 ･進学課程)

サルにおけるフタル酸エステルの代謝機構の研究

(平成 12年度)

川嶋洋一 ･工藤なをみ (城西大 ･薬)

霊長類におけるフッ素化脂肪酸の排出経路と長期残

留性の研究

村楯 毅 (日本自動車研 ･エンジン環境部)

サルの生活環境におけるエストロジェン様物質の研究

矢野一行 (埼玉医大 ･進学課程)

サルにおけるフタル酸エヌテルの体内動態の研究

川島批二 ･楠畑かおり (東京都臨床総研 ･分子制御)

細胞を用いた環境物質に対するサルの耐性の研究

三輪倫子 (酪農学園大 ･獣医生化)

サルにおけるビスフェノールAの解毒代謝の研究

尾崎跳彦 ･鈴森伸宏 ･青山和史 (名古屋市大 ･医)

子宮内膜症における SLPIの関与とそれに対する環

暁ホルモンの影響

(平成 13年度)

成松鉄雄 (岡山大 ･薬)

光学活性化学物質の立体選択的代謝反応における分子

機梢

矢野一行 (埼玉医大･進学課程)･川島誠一 ･楠畑かおり

(火京都臨床医 ･総研)

サルにおけるフタル酸エステルの体内授乱の合同研究

川嶋洋一 ･工藤なをみ (城西大 ･薬)

盃長株におけるフッ素化脂肪酸の識別と蓄積性に関す

る研究

村橋 毅 (日本自動車研 ･エンジン環境部)

サルの生活周辺におけるエストロジェン様物質の季節

変化の研究

森 千里 (千葉大 ･医)

内分泌投乱化学物質の母子間移行に関するサルを用い

た研究

′J､嶋伸夫 (名城大 ･薬)

生体内代謝を経て発現する環境化学物質の内分泌投乱

作用

(文責 :浅岡一雄)

比較による霊長類の解剖学的研究

(実施年度 :平成 11-13年度)

(推進者 :茂原信生 ･毛利俊雄)

本計画研究は,研究所所蔵の液浸標本がひろく有効

に利用されるようにと意図し,あえて非限定的な標題を

かかげた｡したがって,研究会を行って全体的な検討を

加えるような性質のものではない｡採用された研究題目

は多いとは言えず,本来の意図が十分に実現されたとは

いえない｡しかし,実施された研究は,それぞれに意義

があるもので,十分な成果がえられたと考えている｡

･本計画研究でおこなわれた研究の題目と研究者は以

下のとおりである｡

(平成 11年度)

山中淳之(京都大 ･理)

霊長類における大腿骨近位部の構造力学的解析

岡田成賛 ･諏訪文彦 ･竹村明道 ･太田義邦(大阪大 ･歯)

霊長類舌乳頭の比較解剖的観察

(平成 12年度)

山中浮之(京都大 ･理)

霊長類における大腿骨の内部構造と力学的環境の関係

樋口 桂(東京医歯大 ･医)

霊長類上肢筋および末梢神経の走行に関する比較解剖

学的検討

諏訪文彦 ･竹村明道 ･戸田伊紀 ･池 宏海(大阪大 ･歯)

霊長類舌乳頭の微細形態の比較解剖

(平成 13年度)

荒川高光 ･時田幸之輔(神戸大 ･医)

霊長類足底部の筋 ･骨格系の観察

加賀谷美幸(京都大 ･理)

鎖骨 ･肩峰 ･烏口突起の形態比較

樋口 桂(東京医歯大 ･医)

霊長類の上肢筋および末梢神経の走行に関する比較解

剖学的検討

(文責 :茂原信生)

ニホンザルの食物選択と採食競合に

関する研究

(実施年度 :平成 11-12年度)

(推進者 :森明雄 ･加納隆至 ･大滞秀行 ･松村秀一)

ニホンザルの食物選択には,個体の栄養学的要求,

食物の利用可能度,個体間･群間の競合などが影響する｡

この間題について採食戦略と生息環境や社会構造との関
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